
市
南
部
地
域
の

振
興
対
策
を
望
む

津
波
避
難
対
象
地
域
の
変
更
を

考
え
て
い
る
の
か
。

今
ま
で
概
ね
海
岸
か
ら
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
海
抜
5
メ
ー
ト
ル
以
下

と
し
て
い
た
区
域
を
、
全
体
的
に
見

直
し
、
10
月
の
防
災
対
策
特
別
委
員

会
に
お
い
て
示
し
て
い
き
た
い
。

地
域
振
興
基
金
は
2
年
で
満
期

を
迎
え
る
が
、
原
資
を
今
後
ど
の
よ

う
な
使
途
に
用
い
る
予
定
か
。ま
た
、

基
金
利
子
を
充
当
し
て
、
命
山
や
避

難
タ
ワ
ー
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し

活
動
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

地
域
振
興
基
金
は
、
市
民
の
連

携
強
化
や
地
域
振
興
に
資
す
る
事
を

目
的
と
し
て
、
合
併
時
に
創
設
さ
れ

た
。
2
年
後
に
満
期
を
迎
え
、
取
り

崩
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
に
活
か
す

べ
く
、
基
金
の
活
用
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

県
道
磐
田
掛
川
線
の
改
良
を
望
む

浅
羽
支
所
北
側
交
差
点
に
、
右

折
レ
ー
ン
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

全
線
開
通
に
伴
い
交
通
量
が
増

え
、
大
型
車
の
通
行
も
多
い
。
浅
羽

支
所
方
面
に
右
折
す
る
車
輌
も
多
く

交
差
点
が
渋
滞
し
て
い
る
。
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
を
県
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
時
差
式
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
公
安
委
員
会
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

大
石 

重
樹 

議
員

新
総
合
体
育
館
整
備
の

      

取
り
組
み
を
問
う

整
備
計
画
の
今
後
の
進
め
方
、

取
り
組
み
は
。

具
体
的
な
施
設
規
模
や
事
業
費

な
ど
は
、
整
備
構
想
の
中
間
報
告
と

し
て
11
月
議
会
に
示
す
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
来
年
2
月
議
会
に
は
、

建
設
候
補
地
や
財
政
面
な
ど
を
含
め

た
整
備
構
想
案
と
し
て
示
し
て
い
き

た
い
。来

年
度
以
降
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

大
規
模
な
災
害
が
心
配
さ
れ
、

避
難
所
と
し
て
利
用
可
能
な
施
設
と

し
て
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業

費
と
し
て
合
併
特
例
債
の
活
用
も
視

野
に
、
建
設
時
期
も
可
能
な
限
り
早

め
て
い
き
た
い
。
当
面
、
平
成
28
年

度
の
着
工
を
目
指
し
、
26
年
度
か
ら

基
本
設
計
、
詳
細
設
計
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

都
市
間
交
流
事
業
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を

今
後
の
新
た
な
姉
妹
都
市
、
友

好
都
市
の
提
携
の
考
え
方
は
。

昨
年
、
福
井
県
鯖
江
市
と
の
間

で
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
始
ま

り
、
本
年
3
月
に
災
害
時
相
互
応
援

協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
今
後
、
両
市

に
お
け
る
議
会
、
産
業
、
文
化
、
民

間
の
機
運
の
高
ま
り
な
ど
の
状
況
を

見
た
中
で
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

渋滞する浅羽支所北交差点

鯖江市と災害時相互応援協定を締結

市議会だより
H25.11.1■ No.43

ふくろい

市政に対する 一 般 質 問

5


